
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有業者 3542．51861．／ 89．9 84．930．O135．5 5．8 303．9 5．9 16．5







家事 4810．71878．1106．51OO．1 O．O 2．2 0．O 1297．8 28．3123．2
つち 30■34歳 5ユ57．31820．4 99．5 92．9 o．o 0．3 0．0 1372．ユ 15．5424．8
50－54歳 4928．01763．1 106．3 99．1 O．O 2．5 0．O 1516．8 46．7 19．4
70－74歳 4430．O1996．7114．7109．0 o．o 3．6 0．O l103．2 28．3 8．5
通学 3841，61914．7 90．O 74．442．7 3．6 444．8 49．9 0．O O．O
有業者のっち 雇用されている人 3527．31849．O 90．O 81．435．6138．1 7．4 274．2 3．0 16．6
社会経済分類 農林漁業者 3477．21992．O 91．3100．0 3．4 118．2 O．O 448．6 12．2 13．7
技術者 3脳9．2 1812．4 90．0 78．838．5145，3 6．o 204．6 3．1 25．2
事務職 3705．O1824．9 98．3 83．335．O126．2 6．O 394．5 6．4 19，7







個人サーヒス人 3618．61845．1 99．6 77．O24．5125．8 20．8454．1 9．4 16．8
週間就業時間 35時間未満35時間以上 4045．23415．51849．41857．410ユ．087．3
?，??? ?，??? ?．??．? ?．?．?
7ユ8．9199．6
?．?．? ?．???
つち 49－59時間3332．11857．2 83．1 82．334．2161．6 O．O 134．5 3．O 11，O
（週休制度） 週休1日 3289．51874．2 86．1 86．O26．7153．7 3．1 270．O 6．6 11．5




???? ?．??．? ???? ???．?
平日 3271．91816．3 88，6 83．236．3158．3 7．4 289．2 6．1 13．8

















???? ?，??? ???? ?．?．?
30－39歳 3592．11841．3 73．7 80．638．5158．3 O．O 40．2 3．3 O．O













夫婦のみの世帯 4370．31874．O103．71OO．1 9．1 50．3 0，O 1033．3 18．9 11．3
30■39歳 4312．21812．4106．4 87．721．O72．3 O．O 898．3 12．5 5．6
　　　　　50－59歳夫婦と子供の世帯 4298．0453ア、51812．4ユ763．7 102，399．7
?，??? ?．?，? ?，??? ????
1O13．1i263．1
?．??．? ??????
30－39歳 4790．O17呂3．8 94．工 87．7 8．4 40．5 O．O 1307．5 9．4 271．2




???? ?，??? ???? ???．?
夫が有業で妻が血業 3344，41881．7 79．O 87．639，8150．O o．o 29．7 3，O 16．6
妻 失が有業で妻も有業 4020．工1759，2100．9 鯛．6 工8．2 103，7 O．O 988．i 12．5 39．1




















???? ?，??? ???? ???．?
なし 3390．O1987．9 87．2 98．225．1 97．2 O．O 84．3 5．9 5．3
妻 持ち家 一月建て 4397．61787．9100．9 94．8 9．8 63．3 O．O 1197．7 18．8 55．9
共同住宅 4663．11770．9 99．4 92．O11．1 44．8 O．0 1216．9 15．1122．6




?，??? ???．? ?，??? ????
工203．O1187．7
?，??? ?．??，?
なし 4357．31853．3105．0lOl．8 8．4 40．8 O．0 1142．8 28．1 47．5








いる 4875．31820．8 98．3 88．6 6．3 30．O O．O 工227．9 9．5 444．7















有業者 60．4614．3 40．240．4 9．9 ！21．1 17．513．9 62．1 20．3 8．8
有業者のっち 主に仕事 47．8615．5 39．939．8 9．9 121．3 17，5 10．5 64．5 20．5 8．3












???．? ?、??．? ?，??? ?，??? ?，???
70－74歳 王2ユ．7 445．5 68．562．3 8．5 162．3 17．8 14．5 57．8 93．8 13．3






?，??? ?．??? ?，??? ?，??? ????
技術者 60．8838．9 34．739．215．1133．7 21．61O．7 66．9 15．6 8．3
事務職 73．7692．1 37．538．51O．1121．7 21，7 10．9 74．0 21．O 9．4






?．??．? ?，??? ?，??? ?，??? ????






?，??? ?，??? ?，??? ?，??? ?．?．?
つち 49■59時問 4ユ．4 615．5 37．436．6 8．3 113．2 17．5 10．5 62．2 15．3 7．2
週休制度） 週休1日 51．5446．6 39．637．9 5．2 93，6 12．O ／1．1 5I．0 16．1 7．2






?，??? ?，??? ?，??? ?，??? ???．?
平日 44．6467．5 35．636．6 工O．0 80．8 11，7 7．O 46．O25，7 7．2





?，??? ?，??? ?．??? ?．??，? ???．? ???．? ?．??．? ?．?．? ???．?
男 89．71111．5 65．1 56．515．1324．3 55．032．3113．2 1O．7 15．5







?，??? ?，??? ?，??? ?，??? ???．?
30－39歳 51．4963．6 39．639．813．5138．0 23．6 7，3 62，4 1O．7 6．1





















?，??? ?，??? ?，??? ????．? ?，???
30－39歳 134．3740．2 35．O43．O1o．o 85．1 15．7 21．4 57．7 3ユ．2 13．8
50－59歳 144，1568．8 45．839．8 8．5 113．6 17．8 18．1 53．2 31．5 13．3
夫 失が有業で妻も有業 28．6590．8 43．O40．4 9，9 125．4 21．517．7 55．3 20．5 8．8
妻が35時聞以上 32，O592．1 42．441，1 8．4 129．6 21．614．3 50．8 15．6 8．3
夫が有業で妻が無業 41，4664．9 42．440．4 9．9 ユ33．5 23．414，1 53．O 25．7 8．3
妻 失が有業で妻も有業 108．7542．8 35．337．9 8．4 72．9 13．7 14．3 43．9 20．8 11．1





?，??? ?，??? ?，??? ?，??? ?，???
土同住宅 45．3843．O 43．339．915．3／42．5 27．811．3 58，1 26．8 7，8













?，??? ?，??? ?，??? ?，??? ?，???
共同住宅 153．O760，9 42．646．1 16．5129．O 19，3 20．9 55．O 35．6 11．5
（居住室数） 3室 144．1618．1 47．O44．3 8．5 ユO1．5 9．9 1O．9 53，2 36．6 12．2
7室 121．7593．4 41．240．5 8．5 121．7 17．8 王8．1 55，5 41．8 12．8
自家用車 あり 131．1641，5 41．441．7 8．4 l09．4 15．7 17．9 53，1 36．4 12．7













?．?．? ?，??? ?，??? ?，??? ?，???
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較的大きいが、これはこれらの属性を持つ人々の移動によるCO呈誘発が大きいためであ
る。たとえば夫婦のみ世帯の夫のうち30歳代の人は50歳代の人よりも、年間354kgも多
く移動によるC0。排出を引き起こしている。
　図5では、有業者のCO・誘発がどの行動の種類によって引き起こされているかという構
成比を示している。すると日曜日の有業者や週休2日の有業者の場合、移動と趣味・娯楽
によるCO。誘発構成比が、それぞれ約20％と4～5％と相対的に高いことが確認できる。平
日の有業者および週休1日の有業者の睡眠による誘発構成比（約55％）は高いが、排出量
そのものが多いわけではない。
　図6では、いくつかの属性を持つ妻の行動の種類別CO・誘発構成比を比較している。い
ずれのケースも、睡眠、家事、移動が3大C0・誘発要因であり、他に買い物による誘発構
成比も一般有業者などと比較すると高めである。専業主婦（夫が有業で妻が無業の妻）、
夫婦と子供世帯の30代の妻のケースでは育児による誘発構成比が約4％と大きくなってい
る。また、共同住宅の妻、専業主婦（夫が有業で妻が無業の妻）、夫婦と子供世帯の50代
の妻の移動による誘発構成比が15～16％と相対的に高くなっている。
　以上、本論では非常に隈定された方法でではあるが、人々の生活時間の過ごし方の違
い、すなわちライフスタイルの違いがCO。誘発とどのように関わるかを確認した。その結
果同じ24時間でもそれをどのように使うかによって、誘発されるCO・排出量は大きく違
うことがわかった。とりわけ家事や移動によるC0・誘発は大きいので、それらの行動をい
かにCO。負荷の小さい方法で行うか、という配慮が重要といえる。また育児もそれを担当
している人たちにとっては、おおきなCO。誘発要因であるので同様の配慮が必要である。
その他に、人々が余暇を過ごそうとするとC0。誘発が大きくなるという傾向が見られる。
これは余暇にともなって長くなる移動や趣味・娯楽の1分あたりC0。誘発原単位が、それ
ぞれ平均の9．3倍、1．5倍と高めであることが原因である。1分あたりC0呈誘発原単位の置
き方にも問題はあろうが、余暇をどのように過ごしていくかを考えることは、豊かさと環
境保全の両方の目的を追求していく上で重要なポイントであるといえる。
4．まとめ
　本論では、社会生活基本調査を用いて限定された方法でではあるが、ライフスタイルの
違いがC0。誘発に与える影響を検討した。すると、家事、育児の方法、余暇の過ごし方、
移動手段などについての配慮が、家計によるC0。誘発を削減するために不可欠であること
が示された。
　家計の消費パターンと環境問題との関連を考えることは重要な課題である一方で、情報
の不足からなかなか踏み込んだ分析に到達することが難しいというのが現状である。しか
し現在企業における環境会計の普及やLCA研究が進んでいく中で（南齋他［2002］、稲葉
［2003］、産業環境管理協会［1998］、M．Brower＆W．Leon［1999］）、消費財の環境負荷に
関する供給サイドの情報はますます行き渡ってくると思われる。そのような中で、需要サ
イドの家計がその情報をどのように利用し、各人の消費パターンやライフスタイルをどの
ように変更していくかについて、事実認識を深めることがまず重要な今後に残された課題
である。それと同時に、今後はこの章で展開したような分析が、研究レベルではなく広く
一般家庭の日常生活に生かされていくことが期待される。そうすることによってより環境
指向型のライフスタイルが実現するだろう。
　現在、UNEPでも「持続可能な消費」という考え方の普及に務めているという。たしか
に日本の現状を見ても、供給者側の「持続可能な生産」に向けての努力はかなりの水準の
達しているが、「持続可能な消費」となると対策が十分行き届いているとはいえない。海
外での実証研究によると、エコロジカルな消費財の普及が進んでいるにもかかわらず、か
えって家計によるエネルギー消費は増え続けているという事実が確認されている。つま
り、エコロジカルな消費財が以前より安価に提供されるようになると従来商品からその商
品に対して代替がおこるが、エコロジカルな商品の価格低下による実質所得の増加によ
り、かえって消費全体が増え、その結果消費に伴うエネルギー需要が増加するというので
ある。この現象は“rebound　e丑ect”と呼ばれ、その効果がどのくらいであるか、ということ
について実証研究が活発に行われている。その際、エコロジカルな消費への変更によっ
て、消費の支出構成比がどのように変化するか、という議論ばかりでなく、人々の時間配
分（timeal1ocation）がどのように変化するか、という視点から“rebounde価ect”をとらえ
ようとする研究も多い。
　本研究の内容は、このような形で展開されている「持続可能な消費」に関する一連の考
察とも関連を持つ。しかしながら、本研究の内容にはまだまだ残された課題が多い。たと
えば生活時間1単位あたりのCO。排出原単位をどの個人に対しても一定とおいているが、
これは現実的ではない。また家計調査の消費項目分類と社会生活基本調査の行動の種類と
の対応関係（付表1）についても、議論の余地がある。さらに、もし新しい技術が普及し
たら生活時問1単位あた．りのCO呈排出原単位はどうなるかとか、家電製品のレンタルが普
及したらどうか、などの考察も重要であろう。これらの問題点を一つ一つ吟味していく形
で、今後は本研究の内容をより具体化させ、「持続可能な消費」に関する考察を深めてい
きたいと思う。
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